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建設経済

　

十
二
月
二
日
の
委
員
会
で
は
、

藤
沢
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計

（
案
）
の
中
間
報
告
に
つ
い
て

審
査
を
行
っ
た
。

〇
藤
沢
駅
周
辺
地
区
再
整
備
構

想
・
基
本
計
画
に
基
づ
く
事
業

計
画
案
に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

藤
沢
駅
周
辺
地
区
の
再
整
備

に
つ
い
て
、
整
備
構
想
・
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
今
後
の
進
め

方
及
び
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

　

藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共
施

設
再
整
備
特
別
委
員
会
は
、
十

月
二
十
八
日
、
十
二
月
二
日
に

開
催
さ
れ
、
藤
沢
都
心
部
再
生

及
び
公
共
施
設
の
再
整
備
に
つ

い
て
審
査
し
た
。

　

十
月
二
十
八
日
の
委
員
会
で

は
、
藤
沢
駅
周
辺
地
区
再
整
備

構
想
・
基
本
計
画
に
基
づ
く
事

業
計
画
案
及
び
藤
沢
市
公
共
施

設
再
整
備
基
本
方
針
（
素
案
）

に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

化
判
断
比
率
③
組
織
と
人
材
活

用
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
に
基
づ
く

職
員
に
よ
る
職
場
の
健
康
度
④

現
場
起
点
の
視
点
に
つ
い
て
は
、

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

職
員
の
知
識
や
経
験
の
業
務
へ

の
活
用
状
況
︱
︱
以
上
四
つ
の

視
点
に
基
づ
く
具
体
的
な
成
果

指
標
を
設
定
し
た
。

が
四
十
三
課
題
、
新
た
に
個
別

課
題
と
す
る
も
の
が
四
課
題
と

な
っ
た
。

　

新
・
行
財
政
改
革
全
体
の
成

果
指
標
に
つ
い
て
は
、
①
市
民

の
視
点
に
つ
い
て
は
、
市
民
生

活
に
関
す
る
意
識
調
査
の
中
の

市
民
が
感
じ
る
暮
ら
し
や
す
さ

②
財
務
の
視
点
に
つ
い
て
は
、

財
政
健
全
化
法
に
定
め
る
健
全

系
づ
く
り
」
で
は
、
藤
沢
駅
、

辻
堂
駅
、
湘
南
台
駅
な
ど
の
乗

り
継
ぎ
し
や
す
い
交
通
結
節
点

の
環
境
整
備
な
ど
で
あ
る
。

　

推
進
方
策
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
と
し
て
は
、
将
来
の
交
通
像

に
対
応
し
た
評
価
指
標
を
設
け
、

各
交
通
施
策
の
効
果
を
確
認
し
、

達
成
度
の
検
証
を
図
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
用
い
て
進
め
る

と
と
も
に
、
交
通
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
く
。

　

地
域
別
の
交
通
施
策
に
つ
い

て
は
、地
域
特
性
を
踏
ま
え
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
を
組
み

合
わ
せ
た
交
通
施
策
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
市
域
を
①

湘
南
大
庭
周
辺
②
善
行
駅
周
辺

③
辻
堂
駅
周
辺
④
片
瀬
・
江
の

島
周
辺
⑤
藤
沢
駅
・（
仮
称
）

村
岡
新
駅
周
辺
⑥
西
北
部
⑦
長

後
駅
周
辺
⑧
湘
南
台
駅
周
辺
⑨

六
会
日
大
前
駅
周
辺
︱
︱
以
上

九
地
域
に
分
類
し
、
交
通
施
策

を
進
め
て
い
く
。
主
な
も
の
と

し
て
湘
南
大
庭
地
域
で
は
、（
仮

称
）
新
南
北
軸
線
（
辻
堂
駅
遠

藤
線
）
へ
の
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
、
辻
堂
駅
、
湘

南
台
駅
、
藤
沢
駅
な
ど
へ
向
け

た
既
存
バ
ス
路
線
の
利
用
環
境

改
善
や
路
線
再
編
な
ど
で
あ
る
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
二

十
五
年
十
二
月
中
旬
か
ら
二
十

六
年
二
月
に
か
け
て
、
十
三
地

区
ご
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。
そ
の

上
で
二
十
六
年
二
月
議
会
に
再

度
報
告
し
た
後
に
、
二
十
六
年

三
月
に
は
計
画
案
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

辻堂駅遠藤線での早期導入が検討される連節バス

藤
沢
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
報
告

補正予算

待
機
児
童
の
解
消

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
支
援
を

藤
沢
駅
周
辺
地
区
再
整
備

　
　
事
業
計
画
案
を
報
告

─
藤
沢
都
心
部
再
生
・
公
共

施
設
再
整
備
特
別
委
員
会
─

常任・特別委員会の動き
　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
五
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
二
件
、
陳
情
一
件
を
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て

可
決
す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
趣

旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
①
「
藤
沢
市
交
通
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向

け
た
取
組
②
「
ふ
じ
さ
わ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け

た
取
組
︱
︱
以
上
二
件
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

〇
「
藤
沢
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

本
プ
ラ
ン
は
、
藤
沢
市
都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
交
通
に
関

す
る
分
野
別
計
画
と
し
て
、
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
目
標
年

次
で
あ
る
平
成
四
十
二
年
を
見

据
え
た
中
長
期
的
な
総
合
交
通

体
系
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
市
民
、
交
通
事
業
者
、

行
政
な
ど
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
交
通
施
策
を
展
開
し
て
い
く

上
で
の
、
基
本
的
な
指
針
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

二
十
五
年
一
月
に
策
定
協
議
会

を
設
置
し
議
論
を
重
ね
る
と
と

も
に
、
十
三
地
区
の
郷
土
づ
く

り
推
進
会
議
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
上
で
素
案
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
。

　

近
年
の
少
子
高
齢
社
会
な
ど

の
急
速
な
状
況
の
変
化
等
に
対

応
す
る
た
め
、
多
様
な
交
通
手

段
を
快
適
に
利
用
で
き
る
交
通

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
持
続
可
能
な
総
合
交
通
体

系
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
①
市

民
、
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理

者
、
交
通
管
理
者
な
ど
の
協
働

に
よ
り
総
合
交
通
体
系
の
基
本

的
な
方
針
を
定
め
る
こ
と
②
地

域
交
通
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
︱
︱
以
上
二
点
を
策
定
の

目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
市
を
取
り
巻
く
状
況
と
交

通
課
題
に
対
し
て
重
要
視
す
る

視
点
と
し
て
は
、
①
地
域
特
性

②
活
力
③
環
境
に
や
さ
し
い
④

安
全
・
安
心
︱
︱
以
上
四
点
で

あ
る
。

　

ま
た
、
本
市
が
目
指
す
将
来

の
交
通
像
を
、「
人
・
モ
ノ
・

ま
ち
が
、
つ
な
が
る
都
市
〜
湘

南
ふ
じ
さ
わ
〜
」
と
し
、
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
く
働
き
や
す
い

総
合
交
通
体
系
の
確
立
を
目
指

し
て
い
く
。

　

将
来
の
交
通
像
を
実
現
す
る

た
め
に
、
①
最
寄
り
駅
ま
で
十

五
分
・
藤
沢
駅
周
辺
ま
で
三
十

分
②
最
寄
り
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
三
十
分
、
産
業
系
市

街
地
で
は
十
五
分
③
環
境
に
や

さ
し
い
④
人
に
や
さ
し
く
・
災

害
に
強
い
︱
︱
以
上
四
つ
の
交

通
体
系
を
目
指
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、
目
指
す
交
通
体
系
に
応

じ
て
基
本
方
針
を
設
定
し
、
交

通
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　

具
体
的
な
交
通
施
策
の
一
例

と
し
て
は
、「
最
寄
り
駅
ま
で

十
五
分
の
交
通
体
系
づ
く
り
」

で
は
、
い
ず
み
野
線
の
延
伸
や

（
仮
称
）
村
岡
新
駅
設
置
に
よ

る
鉄
道
網
の
整
備
・
充
実
、
辻

堂
駅
・
湘
南
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
・

湘
南
台
駅
間
な
ど
主
要
な
バ
ス

路
線
の
充
実
、
ま
た
、「
藤
沢

駅
周
辺
ま
で
三
十
分
の
交
通
体

　

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

十
二
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、

議
案
一
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

〇
平
成
二
十
五
年
度
藤
沢
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

　

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問　

待
機
児
童
解
消
に
お
い

て
、
女
性
の
社
会
進
出
を
進
め

　

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会

は
、十
一
月
五
日
に
開
催
さ
れ
、

藤
沢
市
行
財
政
改
革
の
推
進
に

つ
い
て
審
査
し
た
。

　

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
平

成
二
十
五
年
度
外
部
評
価
〜
カ

イ
ゼ
ン
ふ
じ
さ
わ
〜
の
結
果
及

び
市
方
針
・
計
画
の
概
要
並
び

に
「
新
・
行
財
政
改
革
実
行
プ

ラ
ン
」
整
理
・
更
新
等
の
考
え

方
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

〇
「
新
・
行
財
政
改
革
実
行
プ

ラ
ン
」
整
理
・
更
新
等
の
考
え

方
に
つ
い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

新
・
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
は
、
常
に
見
直
し

を
行
い
、
よ
り
実
効
性
の
高
い

取
り
組
み
と
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
平
成
二
十
五
年
一
月
に

開
催
さ
れ
た
本
委
員
会
に
お
け

る
指
摘
や
意
見
を
踏
ま
え
、
整

理
・
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、

新
・
行
財
政
改
革
全
体
と
し
て

の
成
果
指
標
を
設
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

各
部
の
共
通
課
題
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
部
で
同
様
な
取
り

組
み
が
あ
る
た
め
、
課
題
の
整

理
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
①

接
遇
の
向
上
②
５
Ｓ
（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
作
法
）

運
動
の
推
進
③
コ
ス
ト
削
減
の

徹
底
④
内
部
統
制
・
法
令
遵
守

の
徹
底
︱
︱
以
上
四
点
を
共
通

課
題
に
か
え
、
新
た
に
全
庁
課

題
と
し
て
設
定
し
た
。

　

七
十
四
の
個
別
課
題
に
つ
い

て
は
、
六
つ
の
視
点
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
見
直
し
、
総

合
的
な
観
点
か
ら
整
理
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
引
き
続
き
個

別
課
題
と
す
る
も
の
が
三
十
一

課
題
、
通
常
課
題
と
す
る
も
の

藤沢駅北口ペデストリアンデッキ（リニューアルイメージ）

る
た
め
の
子
育
て
支
援
を
重
視

す
る
余
り
、
子
ど
も
の
視
点
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
惧

が
あ
る
。
ま
た
、
保
育
所
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
で
子
ど
も
の

発
達
、
成
長
に
必
要
な
こ
と
を

安
易
に
保
育
所
任
せ
に
す
る
家

庭
が
増
加
し
、
家
庭
で
の
養
育

力
の
低
下
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ

る
が
、
本
市
の
見
解
を
聞
き
た

い
。

答
弁　

待
機
児
童
解
消
に
向
け

て
は
、
現
在
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
で
も

子
ど
も
に
と
っ
て
最
善
の
利
益

を
目
指
し
、
保
育
の
質
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
。

　

家
庭
で
の
養
育
力
の
向
上
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
地
域
の
子
育
て
支
援
サ

ー
ク
ル
等
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

質
問　

保
育
所
は
何
の
た
め
の

場
所
か
、
誰
の
た
め
の
場
所
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
一
度
考
え

て
事
業
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
子
ど
も
の
視

点
か
ら
見
た
子
ど
も
・
子
育
て

施
策
の
あ
り
方
の
検
証
に
つ
い

て
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

平
成
二
十
七
年
度
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

施
行
に
向
け
て
、
需
要
調
査
を

行
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
こ

れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
検

討
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
に

も
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
子
ど

も
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
を
目

指
し
、
支
援
や
保
育
の
内
容
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

新
・
行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ
ン

　 
課
題
の
整
理
と
成
果
指
標
を
設
定

　
　
　
　
　
―
行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
―

の
取
り
組
み
を
事
業
計
画
案
と

し
て
取
り
ま
と
め
た
。

　

地
区
全
体
の
事
業
と
し
て
は
、

藤
沢
駅
周
辺
の
再
活
性
化
及
び

良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
に
向

け
て
、
都
市
機
能
や
建
物
形
態

等
を
具
体
的
に
示
す
ま
ち
づ
く

り
方
針
を
策
定
し
て
い
く
。

　

駅
街
区
に
つ
い
て
は
、
改
良

に
よ
り
南
北
の
連
携
強
化
と
藤

沢
都
心
部
の
新
た
な
顔
づ
く
り
、

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
市
と
し
て
最
も
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

駅
北
口
で
は
、
現
在
の
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
の
設
置
等
の
事
業
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
自
由
通
路
の
拡

幅
整
備
に
よ
り
、
駅
南
北
の
連

携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
小

田
急
線
改
札
口
の
橋
上
化
や
駅

ビ
ル
等
の
駅
施
設
の
改
良
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
駅
南
口
で
は
、
駅
前
広

場
と
デ
ッ
キ
整
備
事
業
を
進
め
、

江
の
島
・
湘
南
海
岸
の
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
広
場
を
目

指
し
て
い
く
。

　

目
標
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
事

業
全
体
の
実
現
を
お
お
む
ね
十

年
と
し
、
前
半
の
五
年
で
北
口

駅
前
広
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等

を
進
め
、
後
半
の
五
年
で
自
由

通
路
の
拡
幅
や
南
口
駅
前
広
場

の
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

都
心
部
再
活
性
化
に
向
け
て

は
、
行
政
、
商
業
者
、
事
業
者

等
が
主
体
的
に
事
業
を
推
進
し
、

ま
た
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
藤
沢
駅
周
辺

地
区
の
一
層
充
実
し
た
再
整
備

に
向
け
、
積
極
的
に
協
議
を
進

め
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。


